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近年、安全な暮らしを確保するため、多くの河川で
治水対策が進む一方で瀬や淵の消失が進み、水生生
物の住処の減少が懸念されている。(Fig.1)
上郡町を流れる安室川も例外ではなく2004年に
「安室川自然再生計画」が策定され河道の再生が取
り組まれた。(Fig.2)

Fig.1 安室川上流のダム Fig.2 安室川自然再生計画

背景

安室川自然再生計画において「たまり」と本川をつなぐ溝
が掘られ、水生生物の生息空間がつながり、多様な生物が
生息できる環境になることが期待された。(Fig.3)
しかし、長年の土砂の堆積によって溝が埋まってしまい

水生生物の移動が難しい状態と
なっていた。(Fig. 4)

Fig.3 掘削当初の溝 Fig.4 2021年の溝

目的

①水生生物が生息しやす
い環境の整備

②地域住民と一体となっ
た活動の実施

③川の環境整備が持続的
に行われるための仕組
みづくり

たまりと本流の水質判定を行うために生物調査を行い、捕獲した生
物から水質階級を判定した結果、安室川は「比較的綺麗な水」と判
定できた。(Fig.５)水生昆虫による水質評価を裏付けるために、パッ
クテストでの水質測定を行った。結果をTable1に示す。CODが全
体的に高い値となり、たまりの水質改善が必要と分かり、溝を作り
本流とつなげることで改善できないかと考えた。

本流と「たまり」の地
形を把握するために、
川の流れる方向に沿っ
て測量を行い、測量結
果から模型を作成した。
(Fig.６)

模型を用いて、安室川の
平常時の流量と洪水時の
流量の実験を行い、ヘド
ロの除去に有効だと分
かった。(Fig.7)

水理実験の結果から、水生生物
が往来しやすい、幅60ｃｍ、深さ
60ｃｍ、長さ１０ｍで溝を掘削
した。(Fig.8,9)

溝施工後に生物調査を行った
ところ、採取できた生物は、
施工前の生物調査と大差のな
い結果となった。（Fig.10）

モンドリやタモ網を用いた調査では、限界があると考え 、採水
し含まれている生物由来のDNAを分析することで生息している
可能性が高い生物を同定できる環境DNA分析による生物調査を
神戸大学に協力をいただき上流中流下流の三か所で行った。
（Fig.11～13）

調査日 pH
COD
(mg/l)

アンモニウム
（mg/l)

硝酸
(mg/l)

リン酸
(mg/l)

6/13 7.5 13 0.2 0 0 
7/7 7.5 20 1.0 0 0 
8/7 7.0 20 0.2 0 0 

11/25 7.0 5 0.2 1 0

Table1 たまりのパックテスト結果

環境DNA分析の結果を以下に示す。環境保護が必要
な絶滅危惧種IA類、IB類が含まれていることがわかっ
た。

兵庫県南西部を流れる千種川はアユ
の生息場所として保全が求められて
いる。しかし、中心の溝（澪筋）が
左岸側によっており、右岸側への水
の流入が少なく河川整備で中州に溝
が作られたが、水位が低下すると機
能しなくなることが課題となってい
る。（Fig.15）

河川流域シミュレーターiRICを用いて千種川にバーブ工
を設置し、洪水実績（最大流量984.8m3/s）をもとに
同じ規模の洪水を9回流し、設置から９年間の流れの変
化および河床変化についてシミュレーションを行った。
（Fig.16）結果、河床変動が生じ、溝への流入促進効果
を得られることが確認されたため兵庫県光都土木事務所
と協力してバーブ工の設置を行った。（Fig.17）

今後の課題
「この取組を多くの人や地域にひろげる」、
「川の管理を怠らず「せいび」をつづける」、
「自然を大切にする心を未来につなげる」
これを実現することで地域も元気になっていくは
ずです。地域の大切な宝を守り続けるために、
「ひろげる」「つづける」「つなげる」を「あい
ことば」に、
私たち高校生がその取組の中核となって活動を続
けていきます。

Fig.5 溝施工前の生物調査結果

Fig.6 測量調査

Fig.７ 模型を使った水利実験

Fig.8 掘削前

Fig.9 掘削後

Fig.10 溝施工後の生物調査結果

研究②環境DNAを用いた生物調査

Fig.11 遠心分離機 Fig.12 シーケンサー

Fig.13 調査地点

赤：絶滅危惧種IA類
青：絶滅危惧種IB類
緑：絶滅危惧種Ⅱ類

今後の課題は、安室川の継
続的な生物調査や川の保全
保護活動を地域で行ってい
く活動づくり、バーブ工施
工後の川の流れの確認、生
物相の変化の記録などを
行っていく予定である。

本研究を進めるにあたり、兵庫県西播磨県
民局光都土木事務所砂防第１課、神戸大学
大学院人間発達環境学研究科 佐賀先生、滋
賀県立大学環境科学部 瀧先生、県立人と自
然の博物館 三橋研究員、千種川圏域清流づ
くり委員会 横山先生、上郡町建設課、山野
里なんでも体験隊など多くの皆様にご指導
ご協力をいただきました。この場を借りて
お礼申し上げます。

本校では毎年「なんでも体験隊」という活動に参加し地
域の小学生を対象に川の自然を守る活動を教えるなどの
交流を深めている。また、「小さな自然再生研修会In千
種川」に参加し、地域の方々との意見交流や昔の川の様
子などを聞くことができた。（Fig.18）
ほかにも、川の環境整備を持続的に行っていく活動とし
て「ひょうごアドプト」というボランティア団体を支援
する制度を兵庫県と締結し今後も継続して川の環境整備
を続けていこうと考えています。（Fig.19）
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Fig.14 環境DNA調査結果

研究③千種川における新たな取り組み 地域との連携活動

研究①たまりと本流をつなぐ溝の掘削と水質調査

Fig.15 中州に掘られた溝

Fig.16 IRICシミュレーション Fig.17 バーブ工

Fig.18 山野里なんでも探検隊 Fig.19 アドプトの看板


